
 

「カルチャーツーリズムツアー」企画業務委託仕様書 

 

 

１ 委託業務名                                 

「カルチャーツーリズムツアー」企画業務 

 

２ 委託業務の目的                               

令和５年秋に本県で開催される「いしかわ百万石文化祭２０２３（第３８回国民文

化祭、第２３回全国障害者芸術・文化祭）」（以下、「文化祭」という。）において、本

県の文化を体感できる特別なツアーを造成し、文化観光の取組を進めるとともに文化

祭を盛り上げ、石川県に「文化」を印象付ける機会とすることを目的として、「カル

チャーツーリズムツアー」事業を実施する。 

 

３ 委託業務の概要                               

本県の文化を体感できる大会限定の特別ツアー「カルチャーツーリズムツアー」の

企画。 

 

４ 委託業務期間                                

契約締結日（令和５年４月１日以降）～令和５年５月３１日まで 

 

５ 委託予定金額                                

１，０００千円以内（消費税及び地方消費税を含む） 

  



６ 委託業務の内容                               

 (1)以下の条件を満たしたツアー内容を企画すること。企画に際して、県内有識者や

インフルエンサー等から意見を収集し、ツアーの企画に反映させること。 

項目 内容 

開催日 
令和５年９月中旬～令和５年１１月２６日 

※期間中の土日に６コースを実施 

ツアーの 

内容 

【企 画】企画にあたっては、監修として本事業に相応しい個人ま

たは個人の集合体（会議体）を置くこと。 

※県内有識者やインフルエンサー等から意見を収集し、 

ツアーの企画に反映させるとともに、「誰々が企画（ま

たは監修）した」ということを商品の付加価値として告

知していく予定。 

【行 程】日帰りまたは１泊２日の行程とすること。 

【ガイド】コース毎の解説者として「スペシャルガイド」（石川の文

化に精通した専門家や著名人、普段お話を聞けない方

等、ツアーの特別感が高まる方）を起用すること。 

【内 容】①石川県ならではの文化に特化した内容とし、各コース

に「食」と「体験」のコンテンツを必ず盛り込むこと。 

②一つの文化やテーマに特化したコースや、他ではあまり

体験できないテーマ・内容のコース等、本ツアーの参

加者だけが特別に体感できるような企画とすること。 

③６コースのうち、「工芸」と「石川県の食文化」をテー

マとしたコースを各１つ以上企画すること。 

【参加者】コースごとに参加者のターゲットを定めること。ただ

し、６コース全体で幅広い層の参加者が見込めるものと

すること。 

【その他】受託者は委託者と十分な協議を行い、ツアー内容を企画

すること。 

参加者 
・各回定員１５名程度（コースごとに定める。） 

※内容により年齢制限を設ける等、条件を付す場合がある。 

参加費 
・見学、体験、飲食等ツアーの参加に係る費用（貸切バスに係る費

用以外）は、参加者負担とし、参加費はコースごとに定める。 



その他 ・ツアー全体の実施計画書及びコース毎の企画書を作成すること。 

 

※カルチャーツーリズムツアー企画業務委託公募型プロポーザルでは、企画にあたっ

て監修する個人または個人の集合体（会議体）の人選、及び意見収集の方法につい

て提案すること。また、上記「ツアーの条件」を満たした「石川県の食文化」をテ

ーマとするコースを１種類提案すること。 

 

※受託者は、本業務の契約期間である令和５年５月３１日（水）までにツアーを企画

する。令和５年６月以降、ツアーを商品化する過程において、打合せや商品化する

業者との調整が必要となった場合は、本業務の受託者が随時対応することとする。 

 

※ツアーの商品化・販売に係る業務の実施については、令和５年６月以降に受託者を

決定することとする。 

 

 

７ 業務の進め方                                                                      

（1）受託者は、委託者の意図及び目的を十分理解した上で、本業務を総括する責任者

及び適正な人員を配置し、委託者との連絡・調整を密にしつつ、効率的に業務を進

めること。 

（2）適切な実施体制とスケジュールにより業務を実施することとし、業務の実施に当

たっては、進捗状況および今後の進め方等を委託者に逐次報告するほか、必要に応

じて委託者と打ち合わせを行うこと。 

(3) 受託者は、委託者が提供する「いしかわ百万石文化祭２０２３」の「基本構想」

及び「実施計画」の内容を尊重し、可能な限り業務に反映すること。 

（4）受託者は、委託者から業務の進捗状況を把握するために資料等を要求された場合

は、速やかに提出すること。 

（5）受託者は、本業務を第三者に委託し、又は本業務の義務を第三者に引き受けさせ

てはならない。ただし、あらかじめ委託者の書面による承認を受けたときはこの限

りではない。 

（6）業務において個人情報を取扱う場合には、別記「個人情報取扱特記事項」によるも

のとする。 

（7）本仕様書に定めのない事項については、その都度、委託者の指示を受けて処理する

こと。 

 

  



８ 成果物の納品                                                                  

  以下を納品すること。 

（1）成果物 

①業務完了報告書  １部（日本工業規格Ａ４判縦） 

②ツアー実施計画書 １部（日本工業規格Ａ４判縦） 

③コース企画書   １部（日本工業規格Ａ４判縦） 

（2）納品場所 

 いしかわ百万石文化祭２０２３実行委員会事務局 

（石川県県民文化スポーツ部 いしかわ百万石文化祭推進室） 

（3）納期 

令和５年５月３１日（水）まで 

     ※提出に当たっては、随時委託者と協議を行い、その内容について十分に調 

       整すること。 

 

 

９ 付記事項                                  

（1）受託者企画案の調整 

      当該企画案は、委託者と受託者の協議により調整できるものとする。 

（2）権利義務等の譲渡等 

      委託者は、この契約の成果物を自由に使用し、又はこれを使用するに当たり、 

その内容等を変更することができるものとする。 

 

 

10 著作権の帰属                                                                      

    この契約により作成される成果物の著作権等の取扱いは、以下に定めるところに 

よる。 

（1）成果物の著作権（著作権法第27 条及び第28 条に規定する権利を含む。）は、委

託者に無償で譲渡するものとする。 

（2）委託者は、著作権法第20条第2項第3号又は第4号に該当しない場合においても、 

本業務目的の範囲において、仕様書等で指定する物件を改変することができるもの 

とする。 

（3）成果品等に第三者が権利を有する著作権が含まれる場合には、受託者は、当該既存 

著作物等の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に関わる一切の手続きを行 

うこと。また、第三者からの異議申し立て、紛争の提起については、全て受託者の責 

任と費用負担で行う。 

（4）受託者は、委託者の事前の同意を得なければ、著作権法第18 条及び第19 条を 

行使することができないものとする。 

（5）委託者から提供する以外の写真、画像、イラスト等のデータを使用する場合は、

第三者の肖像権・著作権等の権利を侵害することのないよう厳に注意すること。 

 



11 損害賠償                                                                   

本事業の実施中に生じた事故及び第三者に与えた損害等については、全て受託者の

責任において解決するものとし、その経過は速やかに委託者へ報告しなければならな

い。 

 

 

12 瑕疵担保                                                                   

本委託事業における瑕疵担保期間は、契約終了の日から１年間とする。この間に瑕

疵が発見された場合は、受託者の責任において修補を行うものとする。 

 

 

13 秘密の遵守等                                                                   

受託者は、本業務実施中に生じる全ての成果物を、委託者の許可なく他に公表及び

貸与してはならない。また、本業務中に知り得た事項を他に漏らしてはならない。 

 

 

14 補則                                                                                  

    本仕様書に疑義のある場合、並びに定めのない事項については、委託者と受託者が

協議の上、決定するものとする。 



別記 

個人情報の取扱いに係る特記事項 

（趣旨） 

第１ 受託者（以下「乙」という。）は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契

約による事務の実施に当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個

人情報の取扱いを適正に行わなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第２ 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に

知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。この契約が終了し、又は解除され

た後においても同様とする。 

２ 乙は、この契約による事務に従事している者に対して、在職中及び退職後におい

てもこの事務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当

な目的に利用してはならないことその他個人情報の保護に関し必要な事項を周知す

るものとする。 

 

（取得の制限） 

第３ 乙は、この契約による事務を行うため個人情報を取得するときは、その事務の

目的を明確にし、当該目的の達成のために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法に

より取得しなければならない。 

 

（適正管理） 

第４ 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失又はき損

の防止その他の個人情報の適切な管理のために個人情報の取扱責任者の設置等の管

理体制の整備など、必要な措置を講じなければならない。 

 

（従事者の監督） 

第５ 乙は、その従事者に個人情報を取り扱わせるに当たっては、当該個人情報の適

正な管理が図られるよう、当該従事者に対する必要な監督を行わなければならな

い。 

 

（目的外利用及び提供の禁止） 

第６ 乙は、この契約による事務に関して知り得た個人情報を、契約の目的以外の目

的のために利用し、又は第三者に提供してはならない。ただし、あらかじめ委託者

（以下「甲」という。）の書面による指示又は承諾を受けたときは、この限りではな

い。 

 

 



（複写又は複製の禁止） 

第７ 乙は、この契約による事務を行うため甲から提供を受けた個人情報が記録され

た資料等を複写し、又は複製してはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による

承認を受けたときは、この限りでない。 

 

（再委託の禁止） 

第８ 乙は、この契約による個人情報を取り扱う事務について、第三者に再委託し、

又は下請させてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を受けたとき

は、この限りでない。 

２ 乙は、甲の承諾により第三者に個人情報を取り扱う事務を再委託し、又は下請

けさせる場合には、甲が乙に求めた個人情報の保護に関し必要な措置と同様の措置

を当該第三者に書面により求めるものとする。 

 

（資料等の返還等） 

第９ 乙は、この契約による事務を行うため甲から提供を受け、又は乙自らが取得

し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、本契約終了後直ちに甲へ返

還しなければならない。ただし、甲が書面により別に指示したときは、その指示に

従うものとする。 

２ 乙は、この契約による事務により保有する個人情報については、本契約終了後直

ちに消去し、又は廃棄しなければならない。ただし、甲が書面により別に指示した

ときは、その指示に従うものとする。 

 

（管理状況の報告等） 

第10 甲は、乙がこの契約による事務を行うに当たり、個人情報の取扱責任者の設置

及びその他個人情報の管理状況について報告を求め、又は調査をすることができる

ものとする。 

 

（事故報告） 

第11 乙は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知った

ときは、直ちにその状況を甲に通知し、適切な措置をとらなければならない。ま

た、調査結果を遅滞なく甲に報告しなければならない。 

 

（指示） 

第12 甲は、乙がこの契約による事務を行うために取り扱っている個人情報の管理状

況について、不適切と認められるときは、乙に対して必要な指示を行うことができ

る。 
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